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上山市内の古窯跡は、昭和32年、市内葉山古窯調査に始まり、三千刈、大石蔭、久保手

に至る西山一帯から更に山形市小松原の丘陵地帯に展開している。

これらの古窯群は時代の要求によった専業の陶工(工人)組織によって作られ、適した

環境と良質の陶土、燃料、水を求め移動したものと思われる。

昭和54年7月、市内四ツ谷、三千刈土地区画整理事業を実、施するにあたり、柏倉亮吉先

生におねがいして、発掘予備調査を実施いたしましたところ、八世紀から九世紀にかけて

のものと思われる窯跡が多数の遺物とともに確認、されました。

今回の発掘は、昭和57年に建設された上山城に展示される上山の古代史をさぐる意味て

の資料収集のための調査であり、展示される資料確保の面から調査したものであηます。

このたびの調査にあたりましては、12月の厳しい気象条件下の、しかも限られた期問内

での調査でありましたが、担当していただいた各先生方からは全面的なご協力をいただき、

その成果は大き.く見るべきものがありました。深く感謝申し上げます。

本報告書は、上山市埋蔵文化財発掘調査報告書第3号として発刊いたします。今後皆様

方の研究の一助ともなれぱ幸と存ヒます。

昭和 58年12月
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1.本報告書は、上山市教育委員会が主体となり、昭和56年Ⅱ月に実施した久保手窯跡の

発掘調査報告書である。本書は、あわせて当該地域に所在する窯跡群についても参考資

料として掲載した。

2.調査にあたっては、山形県立博物館、当時の上山城建設準備室などの諸関係機関の恊

力を得た。ここに記して感謝を申し上げる。

例

3.調査体制は下記の通りである。

調査主体上山市教育委員会

調査担当上山市教育委員会社会教育課

調査担当者主任調査員柏倉
1゛ずtjゞ
ラ己口

調査員保角里志(県立博物館研究員)

茨木光裕細本考古学協会員)

調査参加者上山市社会教育課員、士木課員、上山城建設準備室員

事務局事務局長佐藤登(上山市教育委員会教育長)

事務局員一柳悟朗(上山市教育委員会社会教育課長)

黒田啓蔵(上山市教育委員会社会教育課主査)

4.挿図縮尺は、遺構平面図では立、遺物は士器実測図1・、玉・を原則とし、それぞれスケ

ールを示した。また窯跡付近の平面図は、字切図を基に現場で実測修正して作成した。

6.本報告書の作成に際しては、尾形与典氏(山形県立博物a創、佐藤庄一氏(庄内教育事

務所)、佐藤鎮雄氏(南陽市立赤湯中学校)、高瀬助次郎氏(山形市谷柏在住)らの助言、

御教授を受けた。また、資料の発表に際しては、加藤稔、小野忍両氏の御協力を受

けた。記して感謝申し上げる。

5.本報告書の作成は、茨木光裕が執筆し、士器実測および挿図・図版作成は執筆者が行

ない、佐藤千春の援助を受けた。本書の編集は茨木光裕が担当した。

言



1 調査の経緯

1.調査に至る経過

2.調査の経過

Π窯跡群の立地と還境

Ⅲ遺構について

1.久保手2号窯跡

2.久保手1号窯跡

3.1号士j広

Ⅳ遺物について

1.久保手2号窯跡出士の遺物

2.久保手1号窯跡出士の遺物

3.久保手1号土昿出士の遺物

V 各窯跡群について

1.オサヤズ前、オサヤズ窯跡

(a)'位置及び経過

化)出士遺物

2.長者屋敷窯跡

3.小松原窯跡

目 次

甸位置及び経過 28

化)小松原1号窯跡と出土遺物・・・・・29

(C)小松原 2号窯跡の出土遺物・・・・・・・32

(d)小松原窯跡B地点の出土遺物・・32

4.熊野堂窯跡 35

5.四谷窯跡 36

6.三千刈窯跡 36

フ.葉山窯跡 37

Ⅵ考察

1.久保手窯跡検出の遺構について・・・39

2.久保手窯跡出土の遣物について・・・40

3.法量と形態 43

4.周辺地域の窯跡群について 47

(1)瓦について 47

②須恵器について(窯跡編年の試案)

48

3

6

9

H

14

]5

49

15

23

23

23

」,血27 括

28

Ⅶ



第 1図

第 2 図

第3図

第4図

第5 図

第6 図

第 7 図

第8図

第9 図

第10図

第11図

第12図

第13図

第N図

第]5図

第]6図

第17図

窯跡群位置図 2

窯跡群立地図 4

久保手窯跡平面図 5

遺構配置図 6

2号窯跡実測図 8

2号窯跡層序図・断面図 9

1号窯跡層序図 10

1号窯跡実測図 10

1号土拡実測図 11

須恵器分類図 ]3

2 号窯跡出士遺物実測図(1)・・・・・・17

2 号窯跡出土遺物実測図(2)・・・・・・18

2 号窯跡出土遺物実測図(3)・・・・・・・19

2 号窯跡出士遺物実測図(4)・・・・・・20

1号窯跡出土遺物実測図 21

1号士昿出士遺物実測図 22

オサヤズ前・オサヤズ窯跡平面図25

挿図目次

43

底径度数分布表

器高度数分布表

口径・器高相関表

各窯跡出土遺物組成表

窯跡編年表

第18図

第玲図

第20図

第2]図

第22図

第23図

第24図

第25図

第26図

第27図

第28図

第29図

第30図

第31図

第32図

第33図 45

46

オサヤズ窯跡出土遺物①

オサヤズ窯跡出土遺物②

長者屋敷窯跡付近平面図

小松原窯跡付近平面図

1号窯跡実測図

1号窯跡出土遺物実測図①

1号窯跡出土遺物実測図②

2号窯跡出土遺物実測図

B地点出士遺物

熊野堂窯跡付近平面図

三千刈窯跡付近平面図

三千刈窯跡出士遺物実測図

葉山3号窯跡実測図

葉山窯跡出土遺物実測図

久保手窯跡出土遺物組成図

口径・・底径・器高度数分布図

47

47

47

47

51

26

27

第 1表

第 2表

第3表

第4表

第 5表

第6表

28

29

須恵器分類表

各遺構出土遺物分類表

上山西部丘陵地域窯跡群地名表

久保手窯跡出士遺物組成表

久保手2号窯跡出土遺物計測表

口径度数分布表

30

51

31

32

34

付表目次

35

36

37

38

13

39

23

第7表

第8表

第9表

第]0表

第Ⅱ表

39

23

43



図版1

図版2

図版3

図版4

図版5

図版6

図版7

図版8

図版9

図版10

図版Ⅱ

図版12

図版]3

図版N

図版15

久保手窯跡遠景

遺構確認風景

2号窯跡確認状況

2号窯跡全景①、②

2号窯跡前庭部状況2号窯跡側壁状況

窯跡重複状況2号窯跡出士遺物状況

1号窯跡セクション1号窯跡全景

2号窯跡複元模型1号土拡全景

2号窯跡出土遺物①

2号窯跡出土遺物②

2号窯跡出土遺物底部状況

小松原窯跡A地点近景オサヤズ前・オサヤズ窯跡近景

B地点出土軒丸瓦(瓦当面)小松原窯跡B地点近景

B地点出土軒丸瓦(裏面) 熊野堂窯跡遠景

三千刈窯跡軒丸瓦熊野堂窯跡近景

図版目次

久保手窯跡近景

遺構確認状況

発掘状況



調査の経緯

1.調査に至る経過

上山は、市街地の中央にある天神森(月岡)の地にあった城を中心として発展し、羽州

街道の宿場として、また、出湯の町として繁栄した城下町である。ところで、上山市では、

新生上山を期して、新しい観光の拠点となり、地域にねざした文化の拠点としての上山城

の建設準備を進めていた。市内の西部に連らなる丘陵には、以前から須恵器・瓦等が採取

され、窯跡が点在することが周知されており、昭和32年には、上山市高松葉山に所在する

窯跡の調査が行なわれている。そのような状況を'、まえて、複元される上山城の城内に窯

跡の複元模型を展示する旨の計画があった。

ところで、保角、茨木は、当該地域に所在する窯跡群の一般調査を行っていたが、久保

手窯跡において、ブルトーザーによる整地作業が行なわれており、灰原と思われる地域に

多量の須恵器片が散布していた。遺構の存在が想定されたので削平された地域を中心に面

整理を1予ったところ、窯跡と土拡状の落ち込みを確認するに至った。

市では、上記の点を'、まえて、関係各機関と協議し、久保手窯跡の保存、及びその活用

のため、調査を実施するに至ったものである。

2.調査の経過

調査は、上山市教育委員会を主体として、昭和56年H月26日からⅡ月29日までの4日間

にわたり実施した。窯跡は、以前にプルトーザーによる整地作業によって表土が削平され

ており一般調査時に確認、された遺構周辺の面整理、平面プラン確認の後、窯跡内覆士の,、

掘り下げを行った。

完掘後、窯跡の主軸方向とそれに直交する焼成部の一断面にたちわり溝を設定し、側壁、

床面の状況を調査したところ、その下位に時期を異にする一時期古い床面を検出した。調

査の結果、重複する2基の窯跡であることを確認した。便宜上、下位の窯跡を1号窯跡、

重複する上位の窯跡を2号窯跡とする。

遺物は、各窯跡から検出され、編年的にもかなり良好な資料を得ることができた。調査、

終了後、遺物の整理、分類を行なったが、遺構は、そのまま現地に埋め戻した。

また、 2号窯跡は実測図・写真等を基礎資料として複元模型が作成され、上山城に展示

されている。
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Ⅱ

山形県内において、須恵器・瓦等を生産した窯跡は現在まで、約60ケ所あまりが確認さ

れている。これらの生産は、専業の技術者集団(工人)によってなされたものであるが、

その成立の背景には、原料陶士の存在・燃料・水の供給といった諸条件を具備する必要か

あり、そのような適地に群在して窯跡が分布している。

山形盆地では、山形市松原から上山西部にかけての地域、山辺町玉虫沼周辺、寒河江市

平野山、天童市二子沢周辺などに集中して分布している。これらの窯跡は規模の違いはあ

るものの数基~数十基の窯跡からなる小支群を形成し、地域的なまとまりをもつ窯跡群と

して把握できる。今回調査を実施した久保手窯跡は、所謂、上山西部丘陵窯跡群の一支群

である。

山形盆地の南西縁、山形市松原から上山市西部にかけての地域は、盆地の西縁を区画す

る標高250m内外のなだらかな波浪状の丘陵が続き、当該地域に9ケ所の窯跡が分布して

いる。(第 1 図)

この丘陵は、盆地の西縁につらなる出羽丘陵から派生した白鷹丘陵の一角を占め、平野

部からの比高は約60mを測る。丘陵上は、意外と平坦で、その平坦部に山形市小松原、上

山市久保手などの集落が点在する。現在では、丘陵の斜面は一面のブドウ畑であり、平坦、

部は水田として利用されている。

各窯跡群の分布をみると、次のような地域に立地している。いずれも背後に平坦地をひ

かえた立地状況にある。(第2図)

窯跡群の立地と還境

盆地と丘陵の傾斜変換線付近の斜面

盆地の縁辺で谷が深く丘陵に入1)込んだ谷頭付近の斜面

盆地内を北流する須川の河岸段丘上の斜面

丘陵上の平坦部縁辺の斜面

①には、山形市オサヤズ、オサヤズ前窯跡、上山市三千刈、葉山窯跡がある。②には、

山形市熊野堂窯跡、③には、上山市弁天窯跡、④には、山形市小松原、長者屋敷窯跡、上

山市久保手窯跡などがある。

今回調査を実施した、上山市久保手窯跡は、上山市四谷から旧羽州街道を西進し、丘陵

を登1)きった上山市四谷、地蔵堂に所在する。付近は久保手原と称する平坦地が広か'つて

3

①
②
3
4
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おり、周囲を山丘にとり囲まれた小盆地状の景観を呈する。窯跡は、その小盆地の南縁て

北方に張り出した尾根の先端部にあり、東面する斜面に立地している。標高は、 250mを

測り、現在は牧草地として利用されている。遺跡のすぐ東側を市道四谷~久保手線が南北

に走っている。(第 3 図)

遺跡は、以前、雑木林であったものを伐開した際、偶然に発見されたもので、久保手窯

跡として周知されていた。昭和56年秋、牧草地の整地作業をした際、偶然に窯跡の上部を

削平し、それが今回の調査の契機となったものである。

"',>",・＼、'、・リー＼・・'・"、'. yyイ、、ン'

"...・9 人イi 際＼、、、"、υ"""、、1・,//1./>"'1,で＼レ'、 6 、イ 0 {
、ー"、＼"、と●ご'ー、、、、.ず11,ぐぢ.、_入、.、j。、1^j^11ゞ。＼寸。・1と1^1＼/゜、ーご煮、ーーーワy'゜ゞー、、、"武y/'欝一'・゜"■11,_子＼_ー・・,・や.'・ j .ー,

第3図久保手窯跡平面図

5



Ⅲ 遺構について

今回の調査によって確認、された遺構は、 2基の重複する窯跡と、その南側に隣接して検

出された土拡状遺構、 1基である。(第4 図)

/^

""~

1 号土1広

、、、、、、

1号窯跡

y.
◎

合

1.久保手 2号窯跡(第 5 図)

本窯跡は、ブルトーザーの排士板により窯体の上部を削平され、一部焼士が露出してい

デ'立曳

2号窯跡

0

6

2.om

第4図遺構配置図

/

X
総



たため、これが発見の契機となったものである。

窯は、地山である黄褐色粘質土に掘り込まれた、所謂、半地下式無段害窯で、一度掘り

込んだ後、内面にスサを混入した粘士で整形されたものである。窯跡は、焚口部を東に向

け、主軸をN40゜Wに求める。(第 5 図)

天井部は崩落していたが、床面・側壁とも比較的良好に形状を留めており、残存する側

壁の形から断面アーチ状になる天井を有していたものと思われる。

現存長8.2 mを測り、焼成部、燃焼部、焚口部とも良好に遺存しており、ほぽその全様

を知ることが出来る。焼成部長は、 3.4mで最大幅はほぽ中央部にあり、1.5mを測る。窯

尻付近では 0.8 mである。平面プランは、胴張1)の形態を呈し焼成部下位でややすほ'まり

燃焼部へと移行する。

燃焼部の幅は、上場で2.3m、下場で0.8mを測り、壁は掘り込んだ徐斗面に径20~30伽程

度の礫を組んで配置している。礫表面は火熱を受けて赤変し、もろくボロボロする。北側

の壁はかなりくずれており配置されていた礫が窯跡内に転落していたが、南側は比較的良

く旧状を留めている。

焚口部は大きく馬蹄形に開口し、これに接して2.3×1.6mの土昿状の落ち込みがある。

この底面は火熱を受けた形跡は認められず焚口の前庭部的な施設と考えられる。

遺物は、焼成部床面からまとまって検出されたが、製品として放置されたものは概して

少量であるが、焼成部床面に半割の坏などを底部を上にして置かれたものが多い。これは、

特に焼成部上部に多く、焼台として使用されたものと思われる。その主をなすものは、坏

の半割品であるが、中には甕の破片もあり、その断面には二次的な火熱を受けてガラス質

の釉が吹き出したものも散見される。

床面の勾配は、燃焼部と焼成部で変化し、燃焼部では28゜の勾配を測る。その上部では、

35゜と急器鄭こ角度を増し焼成部へと移行する。焼成部では、 29゜の勾配を保ち、窯尻付近で

傾斜を増し、そのまま煙り出しとなる。

完掘後、焼成部中央にサブトレンチを設定し、たちわりを行ったが、側壁の断面観察の

所見によれぱ、窯構築後2回にわたる改修が行なわれた形跡がある。つまり、側壁は火熱

を受けて竪く焼けた表面に再度、スサ入りの粘度を貼り付けて改修を行っており、その貼、

り付けた表面できれいに剥落する。その痕跡を2層にわたって認めることが出来た。改修

時には、その内面に厚さ4 ~ 5Cm位のスサ入り粘士を貼り付けて整形している。

灰原の調査は調査期間の関係上、プルトーザーで削平された表面の広か'りを確認、したの

みであった。それによれぱ、焚口を頂点として扇状に広か'り、灰原中央部で幅8mを卸局。

端部は未確認である。

7
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2.久保手 1号窯跡(第8 図)

1号窯跡は前述した様に、 2号窯跡焼成部床面の精査のため、たちわり溝を設定し切断

したことによって検出されたものである。

断面の観察によれば、 1層とした灰褐色士層(2号窯跡の床面で火熱を受けて比常に硬

い)の下位に、炭化物を多量に含む2 ・ 3層があり、 3層下位は火熱を受けて硬くしまっ

ている。両サイドに 4層け也山が火熱を受けて赤変した赤褐色士層)があり、これによっ

て区画される窯跡であることを確認、した。(第 7 図)

現存長は、 3.6mを測り、最大幅は焼成部中央にあり1.4mを測る。窯尻付近は、 2号窯

跡の平面プランと一致する。焼成部と燃焼部を区別する特別の施設は認められず焚口付近

に径1.O×].3mの士拡状の落ち込みがある。この底面は火熱を受けた形跡はなく、前庭部

的な平場を確保したものと考えられる。

本窯跡では、 2号窯跡と重複しているため、現存するのは窯底付近のみである。 2号窯

跡床面からの掘り込みは、深さ 8 ~10cm程度である。主軸は 2号窯跡とほぽ同一で、窯底

の勾配は30゜と強く、直線的に窯尻へと立ち上る。

遺物は焼成部の上部に多く、層厚5卯位の2 ・3層から出士している。 2号窯跡床面と
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第7図 1号窯跡層序図

壺などの半欠品で、置台的に使用されたものが残ったものと考えられる。
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3. 1 号土昿(第 9 図)

2号窯跡の焼成音酎寸近、南側に隣接して検出されたもので、平面プランは階円形を呈す

る。この東側に接して、隅丸方形の落ち込みがある。両者の切り合いは認められない。大

きさは2.フ×2.2mを1則り、底面は平坦で、深さは20師と浅く皿状を呈する。覆土は多量の

焼士と木炭片を含む単一士層で、底面は火熱を受けて赤変している。しかし、窯跡床面の

ように硬くしまった状態ではなく、軟かくサクサクしている。

遺物はかなり雑然とした状態で検出され、覆士内にびっしりつまった様な状況であった。

あるものは、 2号窯跡内出士の遺物と接合するものもある。
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Ⅳ

遺物は各遺構から出士したが、その多くは 2号窯跡からの出土である。器種としては、

坏・高台坏・壺・甕・蓋等があ 1)、その組合せは各遺構とも大差はない。しかし、須恵器

底部の切り雜し手法や再調整の有無、その位置などにより若干の相違か言忍められる。

上記の点を考慮し、各器種を細分すると、坏を 8類、高台坏を4類、壺を 2類、甕を 3

類、蓋を 2類にそれぞれ分類することができる。(第 1表)・(第10図)

坏では、底部の切り離しに回転糸切り手法によるものと、ヘラ切り手法によるものとに

大別される。前者には、手持へラ削りの再調整を併なう1-1類、回転へラ肖小)の再調整

を併なう1-2類、無調整の1-3類、及び、なでが底部周縁に施され丸底風を呈する 1

4類に細別される。後者は、底部周縁にのみなで調整を併ない、底部から体部の立上り

の境界が不明瞭な丸底風を呈する1-5b類、及び、手持へラ削りの再調整を併なう1

6類、無調整の 1-7類に細別される。また、 1-5a類として分類したものは、なで調整

が底部全体と体部の立上り周縁に施されたもので、丸底風を呈し底部の切り雜し手法はな

で消されて不明なものである。坏では、器高が低く、概して口径・底径が大きい。形態的

には、体部の立上りはゆるく直線的に立上り外反する。

高台坏は破片が多く、その器形全体を推定できるものは少なかった。概して、器高に比

して口径・底径が大きく、底部の切り雜しには糸切りとへラ切り手法による二者がある。,、

また、高台が高く稜碗のような形態を示すものもあるが、いずれも高台部の破片で判然と

しなし、。

壺は、いずれも体部、及び口縁部の破片のみで器形全体を推定できるものはない。口縁

部の形態から、長頸の壺 qⅡ一 1^動と短頸の直立する口縁部がつくもの(Ⅲ一 2^動に

大別される。

甕として分類できる遺物は比較的多いが、いずれも破片である。その断面には、ガラス

質の釉が付着しているもゐが多く、二次焼成を受けている。胴部表面には平行状の叩き目、

内面に円形、あるいは青海波文状のアテ痕力靖忍められる。口縁部は大きく外反し、大型甕

(Ⅳ一 1^動の頸部、口唇部に波状のへラ描き文をもつものもある。

蓋は2類に分類したが、つまみ部の形態には、宝珠形つまみを有する器形も若干認めら

れる。しかし破片が多く器形全体を知り得るものは多くはない。

他の製品としては、円面硯の小破片が出土している。

遺物について

12
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坏

( 1 )
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第1表須

4

形

同

5a

1 -5 a

同

5b

上

底部形態

同

上

同

平底

上

7

同

上

器分類表

同上

8

切 1)離し

同
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1 -5 b

上

同上

坏
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1.久保手2号窯跡出土の遺物(第Ⅱ図~第14図)

2号窯跡は、現存長8.2 mを柳円、焼成部・燃焼部・焚口部とも良好に遺存していた。、

遺物は、燃焼部・焚口部の覆士からも多く出土しているが、大部分は焼成部床面から集中"、

して検出された。器種としては坏が最も多く、燃焼部覆士から円面硯の小破片が2点出士

している。

ここでは、焼成部床面出土の一括遺物を中心として述べることにする。各器種は前述し

た分類基準に従って細分すると第2表の様になる。なお、遺物点数は個体数ではなく破片

数であることを付記しておく。(第 2表)

坏(第]1図1~21、第12図22~40、第13図41~52)

図化し得たのは52例である。第2表に示したように、主体を占めるのは 1-7類である。

1-7類(第Ⅱ図 1~21、第12図22~36)は、ヘラ切り無調整の坏である。底部から体

部の立上り付近が明瞭で、体部は直線的に立上る。概して、器高が低く、底径・口径が大

きく、口径は14師前後におさまるものが多い。、

1-50類(第12図37~39)は、底部全体と体部下位の立上り付近にかけて、なで調整か

認められる。一見、丸底状を呈し、底部の切り雛しは、不定方向のなでによってすり消さ

れており不明である。

1-5b類(第13図41~49)はへラ切り手法の坏で、底部周縁から体部の立上り付近にの

みなで調整が認められる。

1-3類(第13図5のとして分類した坏は、底部の切り籬しが、糸切り手法、無調整の

坏で、 3点のみの出士である。図化し得たのは1例のみで底部の破片である。底部中央か

くぽみ、若干上げ底状を呈する。

1-8類(第13図51、 52)は、所謂、蓋坏の坏部の様な器形を呈するもので3点出土し

ている。底部は丸底で内湾しなか'ら立上った体部は、蓋受部で、くの字゜状に屈曲し、ロ

縁部はやや内傾ぎみに直立する。底部周縁に回転へラ削り調整が施されている。蓋受部の

突起は、ほとんど認められず、52では若干残しているか'かなり退化している。

高台坏(第13図脇、54)

図化し得たのは2例のみである。いずれも底部の破片で器形全体を把握できるものはな

い。 53、 54とも、底部の切り馳しがへラ切り手法によるものである。

甕(第14図郭~61)

すべて胴部、及び口縁部の破片で器形全体を知り得るものはない。55~57は大型甕(Ⅳ

1^動の口縁部破片で、頸部から口縁部にかけて大きく外反する。郭、 57には、ヘラ描

きの波状文がある。胴部には、表面に平行状の叩き目、内面に青海波文状のアテ痕が施さ

14



れている。 58は、小形甕(Ⅳ一 2ま動の破片である。

体部の小破片が2点のみ出士したが、いかなる器形を呈するかは不明である。

蓋

図化し得るものは検出されなかった。口縁部が鋭く、くさび状を呈するもの(V-2^動

のみである。

2.久保手 1号窯跡出土の遺物(第15図)

1号窯跡は、前述したように 2号窯跡と重複して、その下位に検出されたもので、窯底

付近のみを遺存する。出士した遺物は、総量で85点と少ないが、坏底部の切り雜し技法、

及び再調整の有無など、 2号窯跡出士の遺物とは若干の違い力信忍められる。前述した分類

基準に従って細分すると第 2表のようになる。(第2表)

坏(第15図1~田

図化し得たのは8例で、いずれも底部から体部の立上り付近の破片で、器形全体を把握

できるものはない。第15図1~ 4 は、底部の切り航しが糸切り手法、無調整の坏である。

(1-3^動第]5図5 は糸切り手法で底部から体部の立上り付近に手持へラ削りを併なう

(1 -1^動第15図6、 7 はへラ切り無調整の坏である。(1-フ^動第]5図8 は、比較的

小形の坏で器高も低いが、 1号窯跡出土の坏は、概して底径が大きく、器高の低い大形の

坏が多いようである。底部は、中央部で若干くぼみ、上げ底状を呈するものも散見される。

また、底部に、メ・ノ゜の様な窯印を残すものも認められる。

壷(第15図H、 12)

第15図Ⅱは、長頸の壺で口頸部の破片である。口径は約 9師を測り、比較的大きい。直

立する頸部に球形の胴部がつくものと考えられる。表面に釉の吹き出しがi忍められる。12

は、短頸の大形壷で、口縁部から胴部にかけての破片である。

甕(第15図]0)

いずれも、口縁部、胴部の破片である。大形の甕には表面に平行状の叩き目、内面に円

形あるいは青海波文状のアテ痕をもつものである。第]5図10は大形甕(Ⅳ一 1類)の口縁

部破片で、頸部ですぽまり口縁部は大きく外反する。波状のへラ描き文が施されている。

3.久保手 1号土昿出土の遺物(第16図)

1号士昿は、 2号窯跡焼成部の南側に隣接して検出された。遺物は土昿覆士にびっしり

とつまった様な状態で検出された力絲W片が多い。遺構底面に遺存しているものは少なかっ

0
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つた。しかし、器種としては 2号窯跡の出土遺物と伺じで、量的にも多い。前述した分類

基準に従って細分すると第2表のようになる。

坏(第16図1~11)

図化し得たのはⅡ例である。底部の切り雜し技法には、ヘラ切り手法によるものと、糸

切り手法によるものとに大別されるが、出士状況において両者を区別する特別の根拠は認

められなかった。また、底部に窯印をもつものは、糸切1)手法の坏に多く認められ、 1号

窯跡の出土遺物と共通する。

1-1類(第16図7、 8)は、糸切り手法で体部下位に手持へラ削りを併なうもので、

2例を図化し得た。 8は底部の破片であるが、 7はほぽ全様を知り得る。体部はその下位

でやや屈曲し、直線的に外反する。比較的小形の坏である。

1-3類(第16図1~ 3)は、糸切り無調整の坏で、本遺構から出土した坏のうち、そ

の主体を占める。底部に、ヘラ状の工具でひっかいたような窯印をもつものか'7伊Ⅱ弐どあ

る。図化し得たのは 3例のみで、細片となっているものが多い。

1-4類(第16図4 ~ 6)として分類したのは、糸切1)で底部周縁から体部の立上り付

近に、なで調整が認められる。丸底風を呈し、口径・底径とも大きく、大形の坏である。

1-5b類(第16図Ⅱ)は、ヘラ切りで丸底風を呈する坏である。図化し得たのは 1例の

みであるが、窯印をもつものか'2例あった。

1 -7類(第16図 9、 10)は、ヘラ切り無調整の坏で、 9 は小形の坏である。

高台坏(第]6図]2~15)

図化し得たのは 4例である。 12、 13は糸切り手法の坏(11-1淡動である。 13は、低い

高台に大形の坏がつくものである。体部の立上ηは急で器壁も比較的厚い。]4はへラ切り

無調整(Ⅱ一 3^動で、15はへラ切りで、体部の下位に回転へラ削り調整を併なう(Π一

4^動ものである。

蓋(第]6図16~18)

3例を図化し得た。肩部には、いずれも回転へラ削り調整を併なうが、16は天井部から

なだらかに口縁部に至るが、17、18では肩部で稜を形成し、口縁部は鋭く、くさび状を呈

する。 16はV -1類、]フ、 18はV-2 類として分類できる。

16
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器種 区分
2号窯跡焼成部床面

数

2

坏

( 1 )

第2表各遺構出土遺物分類表

4

摘

5a

3

5b

32

要

66

8

173

( 11 )

1号窯跡焼成部床面

数 摘

( 111 )

Ⅱ

4

3

甕
(Ⅳ)

要

窯印 2点

2

45

4

数

16

号

Ⅱ

窯印 1点

3

摘

2

土

94

7 地点有 1)

窯印 1点

,広

6

1、Ⅱ体部破片(分類不能)

Ⅲ体部破片(分類不能)

要

窯印 7点

22

2

1号士址出土遺物と接合

16

17

番号

窯印 2点

6

10

1

321点

2点

2

オサヤズ前窯跡

6

3

1、Ⅱ体部破片(分類不能) 39点

跡

2

オサヤズ窯跡

第3表上山西部丘陵地域窯跡群地名表

4

名

長者屋敷窯跡

5

2号窯跡出土遺物と接合

小松原窯跡

31

6

所

久保手窯跡

]0

7

山形市大字松原字峯岸

熊野堂窯跡

8

在

四ツ谷窯跡

9

同

山形市小松原字石原坂

10

1、Ⅱ体部破片(分類不能)18点

地

千刈窯跡

葉山

上山市四ツ谷、地蔵堂

同

上

山形市谷柏、熊野堂

山

上山市弁天

地

上

跡

上山市四ツ谷、三千刈

同上

麓

出

段丘斜面

上山市高松葉山

平瓦

土

同上

同上

山

物

須恵器

谷頭斜面

麓

須恵器、瓦、硯

段丘斜面

備

須恵器、硯

山

須恵器

23

考

同上

麓

瓦、須恵器

須恵器、瓦

2地点有り

須恵器

高台坏

員=
貝員

遺

三

立

壺

蓋
V )(

遺

窯

備
考



V

山形盆地南西部から上山市西部にかけての当該地域には、今回、調査を行った久保手窯

跡を含めて9ケ所の窯跡が群在している。(第3表)このうち調査が行なわれたのは、上山

市葉山窯跡、久保手窯跡、山形市小松原窯跡等で、数基の窯跡が検出されている。上山市
②

四ツ谷、三千刈窯跡でも、宅地造成に併なう予備的な調査が行なわれているが、詳細につ

いては不明の点が多い。ここでは、表採資料を含め、これまで管見にふれた遺物を中心に

述べることにする。

各窯跡群について

1.オサヤズ前、オサヤズ窯跡(第 1図 1、 2)

仏)位置及び経過

山形盆地の南西縁、山形市大字松原字峯岸に所在する。盆地の平野部から丘陵へ移行す

る傾斜変換線付近にあたる。山形市松原から分岐して西進すると丘陵の突端に愛染神社か

あるが、羽州街道が整備される以前は、現在の奥羽本線の西側ぞいに南進し、愛染神社付

近より丘陵上に登り上山市四ツ谷へ至る旧道があったということで、ここに饗の神を市Eり、

付近一帯を、オサヤズ゜と呼称している。

窯跡は二地点あり、オサヤズ西方の水田中と、さらにその西方約30mの山麓にある。前

者をオサヤズ前、後者をオサヤズ窯跡と称するが、位置関係からみて同一支群の窯跡と考

えられる。オサヤズ前窯跡は、当地域の耕地整理が行なわれた昭和32年頃の発見で工事に

併なって多量の瓦片が出士し、高瀬助次郎氏らによって窯跡と確認されたものである。窯

跡が所在する付近は、農道のT字路にあたり東西に走る農道を境として、両側水田面の比

高が約2m程あり、原地形は段丘状のゆるい斜面をなしていたものと考えられる。明確な

遺構は未確認であるが、瓦片のみが出士し須恵器は認められなかったという事である。

オサヤズ窯跡は、さらにその西方の丘陵山麓にあり、現地形は段々状の畑になっている。

約10m四方程度の範囲に瓦片が散布している。(第]7図)

化)出土遺物(第18図1~ 6、第19図7 ~12)

当該窯跡からは瓦片のみが出士している。オサヤズ前窯跡の出土遺物は、工事の際、農

道造成のため運び込まれ埋設されたということで、現在、管見にふれるのはオサヤズ窯跡

から表採された遺物である。いずれも、平瓦だけで、丸瓦・軒瓦等は出士していない。出

土した平瓦は、いずれも破片で、その大きさは判然としないが、第18図1などから推定す
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第18図オサヤズ窯跡出土遺物①
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第佃図オサヤズ窯跡出土遺物②
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跡の平瓦は、破片であることもあって判然としないが、第19図9、10の凹面に粘士板の糸

切り痕か三忍められる。また、第]8図 2、第]9図8、 11の凹面に模骨痕と思われるものが残

つており、これらは、桶巻きづくりによって作瓦されたものと考えられる。模骨の幅は、

1.5Cm程度である。色調は暗い青灰色を呈し、一部赤褐色を呈するものがある。

2.長者屋敷窯跡(第 1図3)

山形市大字松原字石原坂に所在する。現在は杉林になっている。小松原は、丘陵上の平

坦地に点在する集落で、この平担地を通称、下の原゜と称している。この平坦面の東辺は、

上山市久保手付近から流下する不動沢の溪谷に接している。当該窯跡は、この不動沢の右

岸段丘上の斜面に立地しており、沢に向かって落ち込む西面する緩斜面をなしている。後

述する小松原窯跡は、不動沢の左岸にあり、相対時した位置関係にある。

遺跡は、昭和26年頃、土蔵建設のための採土作業中、偶然に発見されたもので、その際
③

多量の須恵器が出土したという。その後、昭和46年3月に確認調査が行なわれた。その所

見によれぱ、農道の切士法面に窯跡のセクションを確認することができた。現存幅は、約

杉グ

15

ル

6

L

L

A

沸

L

と

6

沸

ι

ノ

、

、、
、謎、

28

キ、、

、、、.

第⑳図長者屋敷窯跡平面図
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0.9mを測り、焼成部先端の窯尻付近と考えられる。窯本体は、発見時に破壊されておη,、

窯尻付近のみが農道につっこむような状態で遺存している。(第20図)

遺物は、大形甕(Ⅳ一1^動の破片が若干検出されたのみで、他の器種は検出されなか,、

つた。甕の胴部破片には、表面に平行状叩き目、内面に円形のアテ痕が認められる。

、

15 m

3.小松原窯跡(第 1図 4)

(a)位置、及ぴ経過

山形市小松原、石原坂に所在する。前述した長者屋敷窯跡の対岸、不動沢左岸の段丘斜

U
.

.

'

^

'

.

'

面に立地する。河底の

水田面と段丘上面との

比高は、約4 mを測る。

不動沢は、小河川なか

ら深い谷を侵んでいる

が、窯跡が所在する付

近は谷か士ヒ較的ひらけ、

対岸へ渡河する小径か

ある。遺跡は、北側に

のぴる段丘上と小径、

にそった南倒徐斗面の2

地点がある。便宜上、

前者をA地点、後者を

B地点と呼称する。(第

21図)

A地点では、並列し

て2基の窯跡が確認さ

れており河川よりの,、

方を1号窯跡とする。

1号窯跡は、昭和40年
④

に調査が行なわれた。

その後、耕作時に深耕

した際、スサ入りの粘

士、木炭片、焼士等に

N
、N

.

'

.

ヨ

コ

と」=よ」'

第21図小松原窯跡平面図
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混じって、多量の須恵器、瓦等が出士し窯跡と推定されたので、2号窯跡と仮称しておく 0

窯構造の詳細等については不明である。両者とも焚口を南に向けて並列しておη、間隔は、

約3 m程である。

B地点は、 A地点の南西、約20m程度の所にあり、東面する段丘斜面にそって、幅10m

程の地域に瓦片の散布か'認められる。明確な窯跡の所在地点は不明であるが、これまで、

相当数の遺物が採取されている。

化)小松原1号窯跡と出土遺物

1号窯跡は、主軸をN-99゜-Wにもつ、所謂、半地下式無段の審窯で、平面形は焼成部

の中央で若干すぽむような形態を呈するが、焼成部、燃焼部を区分する特別の施設は認め

られない。全長は、 5.7mを卸円、焼成部最大幅は1.25mを測る。窯底は、窯尻へいく程急

....

途
....

÷:・
娩

...

欺
....

.:・:・

.J.

染
..

滞

坏(第23図1~20、第24図21~37)第22図 1号窯跡

(柏倉・伊藤 197の 図化し得たのは37例である。いずれも口径、底径か

大きく器高の比較的低い形態を呈するが、比較的大形の坏(第24図23、 24)と小形のもの

(第24図22)があり、坏の法量にはややバラツキがある。いずれも胎土に砂*立を多く含み、

焼成もあまり良好ではない。また、坏の内面下半のみが、淡赤褐色を呈し、生焼けの状態

にあるものが散見され、重ね焼きされた状況を反映している。

底部の切り雜し技法は、全て、ヘラ切りで、糸切り手法によるものは認められない。ヘ

ラ切り無調整(1-フ^動で、底部から体部の立上りが明瞭なもの(第23図1~20、第24

図21、 22)と、底部の周縁になで調整があり、丸底風を呈する器形(1 -5b類)で、底部

と体部の境界が不明瞭なもの(第24図23~27)とがある。

蓋(第24図38、 39)

2点のみの出土で、第24図38は、肩部に回転へラ削りを併なっている。第24図39では、

口縁部が鋭く、くさび状を呈し、 V-2類として分類できる。

になり、勾配は28゜である。(第22図)

出士した遺物は、須恵器と瓦である。瓦は、丸瓦か

大部分を占め、若干、平瓦を含むが、いずれも二次焼

成を受けている。須恵器焼成の際の、焼台等の窯道具

として使用されたものと考えられる。須恵器では、器

種として、坏、及び蓋があり他の器種は検出されてぃ

ない
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ω小松原2号窯跡の出土遺物

2号窯跡は、1号窯跡に隣接して所在する窯跡であるが1捌乍時に偶然発見されたため、

窯の構造、遺物の出土状況等の詳細にっいては不明である。採取された遉物は、須恵器と

瓦である。須恵器では、坏、高台坏、甕、壺、蓋等の器種がある。瓦は、丸瓦が多く若干

平瓦を含むが、細片が多く二次焼成を受けたものが多い。また風字硯の破片か'2点出土し

ている。

坏(第25図1~11)

図化し得たのはⅡ例である。底部の切り雜しは、ヘラ切り手法によるもので、糸切りの

ものは皆無である。第25図 1~ 7 はへラ切1)無調整(1-7類)の坏である。器高は低い

ものが多いが、概して小形である。坏の法量にはバラツキか三忍められる。第25図8 ~11は、

底部周縁から体部の立上りにかけてなで調整を併なうもの(1-5b類)である。

高台坏(第25図12~15)

4例を図化し得た。やや小形のものが多い。いずれもへラ切り無調整(Π一 3^動である。

蓋(第25図16)

図化し得たのは 1例のみであった。肩部に回転へラ削りを行ない、口縁部は鋭く、くさ

び状を呈する。(V-2類)

他の器種にっいては図化するまでには至らなかったが、壺には長頸壺の口縁部破片か認

められた。甕は大型甕と小形甕の破片がある。また、口縁部が外反し、胴部が長胴形を呈

するもの(V-3 類)がある。

(d)小松原窯跡B地点の出土遺物

B地点からは瓦片が出土し、須恵器は認められず焼瓦専業の窯跡であったと考えられる。

A地点の1号窯跡の調査所見によれぱ、須恵器と瓦が検出され、瓦は当該窯跡で焼成された

ものではなく、窯道具として使用されたものと考えられる。 B地点のものが流用されたもの

であろう。これまで採取された瓦は、いずれも破片であるが、平瓦、丸瓦、軒丸瓦等である。

丸瓦(第26図 1~ 4)は、いずれも有段のもので内面に布目痕を残す。第25図3の有段

部には一条の沈線か三忍められる。軒丸瓦は、現在まで数点が採取されている。瓦当面の文

られる。図版13は素弁蓮華文の軒丸瓦ものと考え様はいずれも同様で同一の笵で造られた
⑤

で、花弁.蓮子部分ともに陰刻されている。現存径]4Cmで、直径15Cm内外の瓦当部をもっ

ものと考えられる。内面に繩目状のタタキ痕があり厚さは、].5Cmを測る。一般に瓦当部分

の造りは雑である。

平瓦(第26図5 ~ 9)は、表面に布目痕、裏面に繩目状のタタキ痕をもっ。

33
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4.熊野堂窯跡(第 1図 6)

山形市谷柏、熊野堂に所在する。山形盆地の南端に位置する谷柏付近には、谷柏古墳群

を始め、繩文時代から弥生・古墳時代にかけての集落跡が密集している。また、石田遺跡

からは墨書士器等も出士しており奈良から平安期における遺跡も複合している。熊野堂窯

跡は、谷柏付近の平野部が深く丘陵に入り込んだ谷頭にある。谷は北側に向かって開口し

窯跡は三方を斜面にかこまれた谷頭の東面する斜面にあり、傾斜変換線付近に位置する。

標高は 240 mを油円、現在の地目はブドゥ畑である。また窯跡が所在する付近に、、ガラ

キ゜と称する湧水があり、現在でも利用されている。

正式な調査は行なわれておらず、窯跡遺構の所在、その構造等の詳細については不明で

あるが、後世の破壊を受けた形跡はなく、良好な保存状態にある。遺物は緩斜面にそって、

灰原と思われる30×20m程度の範囲に散布している。暑鞭としては、坏・高台坏・甕・壺・

蓋等がある。坏の底部は、全て糸切り痕を残すもので、ヘラ切り手法の坏は認められない。

器高に比して、底径・口径とも大きく体部は直線的に外反する。また、体部中央に一対の

杷手をつくものもある。いずれも破片で表採資料のため図化するまでには至らなかった。
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5.四ツ谷窯跡(第 1図 7)

上山市四ツ谷、弁天付近にある。かなり以前に破壊されており、窯跡の明確な地点は不

明であるが、県立上山農業高校の対面、国道]3号線をはさんだ東側に位置する。付近は上

山市の中央部を北流する須川の河岸段丘上にあり、窯跡はその段丘斜面に立地する。
^^

、^、^

からは、須恵器と瓦が出土している。瓦は平瓦片で表面に布目痕、裏面に格子目状のタタ

キ痕がある。また、表面に幅2師程の模骨痕か三忍められる。詳細については不明である。

6.三千刈窯跡(第 1 図 8)

上山市四ツ谷、三千刈に所在する。市街地の西方にあり丘陵山麓の傾斜変換線付近にあ

たる。窯跡は、三千刈付近一帯の東面する緩斜面に分布し標高は、220mを測る。地目は畑、

果樹園になっておη、少なくとも7地点が確認、されている。当該地域は、現在、宅地とし

て造成されており、それに併なう事前調査が行なわれている。それによれぱ丘陵の東南斜、

面に点々と散在し、かなり大規模な窯場を形成していたようである。(第28図)

当該窯跡からは、昭和54年に行なわれた事前調査によって多量の須恵器が出士している。

第29図 1 ~ 9 はその一部である。第29図 1~ 3 は、ヘラ切り無調整の坏(1 -フ^動であ

り4 ~ 7 は糸切り無調整(1-3^動である。また糸切りで手持へラ削りの再調整を併な

うもの(1一ほ動もある。また、以前に内藤政恒氏によって三千刈出士の軒丸瓦、軒平
⑥

瓦力泌召介されたことがある。最近、三千刈地区にある大堤の北倒徐斗面から軒丸瓦の破片か
⑦

出土してぃるとの知見を得た。それは、八葉の素弁蓮華文を瓦当面にもつもので、周囲
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に連珠文帯をめぐらし、焼成は堅緻

で良好である。

フ.葉山窯跡(第 1 図 9)

上山市高松、葉山に所在する。丘

陵山麓の南面する斜面に3基の窯跡

が確認、されている。昭和32年5月に
⑧

調査が行なわれ、これが本県におけ

る最初の窯跡の調査例となり、県の

指定史跡となっている。 3基の窯跡

が確認されたが、第3号窯跡か1ヒ較

的旧状を留めていたが、他の2基は

破壊が著しく完掘されていない。
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、

第28図三千刈窯跡平面図
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第29図三千刈窯跡出土遺物

第3号窯跡は、焼成部のみ検出され、燃焼部、焚口部の状況は不明である。焼成部は胴

張りの形態を呈し、主軸はN~ Sにもち、現存長3.5mである。幅は、最大で1.4mを卸円、

窯底の勾配は27゜である。(第30図)

第31図は、 3号窯跡出士の須恵器の一部である。坏はすべて糸切り手法のもので、無調
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整のものと、手持へラ削り調整を併なうものとがある。器高は低く、口径

大形の坏が多い。蓋では、肩部に回転へラ削り調整を併なう。

第30図

.....

3号窯跡出土遺物
(柏倉・伊藤 1970)

底径が大きい
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ヘ

＼
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第31図葉山窯跡出土遺物実測図
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Ⅳ

1.久保手窯跡検出の遺構について

今回の調査で検出された遺構は、Ⅲ章で述べたように、重複する2基の窯跡と土昿1基

であった。当該遺跡は、昭和39年頃、雑木林であったものを開墾した際、偶然に発見され

たもので、その時、多量の須恵器が出士し路傍に山とつまれている状況を眼にしている。

今回の調査も遺跡の一部を調査しただけであり、その全様を把握するまでには至っていな

い。地元の耕作者によれぱ、南から北方へ向かって張り出した尾根の東斜面で、久保手窯

跡は、その北端音Ⅲこ位置するが、そのもっと南側の地点からも以前須恵器が出土したとい

うことであった。この尾根の東斜面にそって複数基の窯が営まれていたものと考えられる。

近くには、三千刈窯跡があり、一帯はかなり大規模な窯業生産地を形成していたものと推

測される。

今回の調査で検出された2基の窯跡は、重複した状態で検出され、両者の間には、その

構造、規模などに差異力清忍められる。

1号窯跡では、平面プランが胴張りの形態を呈し、焼成部と燃焼部を区別する特別の施

設はなく焚口部に士城状の平場を併なうものである。遺存しているのは窯底付近のみであ
'

り、その上部構造まで言及することはできないが、主軸は 2号窯跡と同じであった。 2号

窯跡では、焼成部は側壁をスサ入りの粘土を貼り付けて整形し、燃焼部は掘り込んだ徐斗面

にそって、こぶし大から人頭大の礫を組んで配置している。窯底では、勾配の変化か三忍め

られ、階のような特別な構造はないものの、両者を機能的に明確に区別していることは注

目される。寒河江市、平野山2号窯跡では、燃焼部の側壁部分に平瓦を配置しているのか
⑨

確認されてぃるが、同例と考えられる。また、焚口部は馬蹄形に開口し、焚口前に土拡状

の掘り込みか、認められた。その底面は熱変している形跡はないが、硬くしまっている。前

庭部としての作業時の平場を確保したものと考えられる。

両窯跡の前後関係は、下位の1号窯跡から上位の2号窯跡へ移行したことは自明であり、

焼成部のたちわり溝の層序の観察などからも検証される。 1号窯跡を廃棄し、同一選地内

に2号窯跡を構築したものと考えられる。両窯跡の主軸はほぽ同一で、窯尻付近の煙り出

し部の平面プランは一致しており、 2号窯跡は1号窯跡のプランを拡張、構築し両者の間

に断絶はなく連続的に営まれたものと推測される。

2号窯跡は、比較的良好な遺存状態で、側壁は2回にわたる貼壁が確認された。一般に

当該期の須恵器焼成は地下にうか'つた客窯で行なわれた。本県の場合、所謂、半地下式害

考 察
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窯が一般的である。地下式審窯は県内の須恵器焼成の開始期にあたる米沢市、木和田窯跡

で検出されているのみである。その構造上、再度の焼成には何らかの補修を必要とする。

貼壁は、高温度焼成によって生じた側壁の亀裂、破損等をスサを混入した粘士で補修した

もので、貼壁の回数は焼成回数に対応するものと考えられる。 2号窯跡では、構築後、少

なくとも3 回の焼成が行なわれたと推測される。焼成部の床面から検出された一括遺物は

窯廃絶期のかなり限定された時期の士器様相を示すものであろう。

1号土昿は、その底面が火熱を受けて赤変していた。覆土には多量の木炭片と焼土を含

み、その機能としては、何らかの焼成を目的とした遺構と考えられる。土昿の底面は浅い

皿状を呈し平坦で段掘りされており、上段の底面、及び立上り付近に熱変した形跡が認め
⑪ ⑪

られた。窯跡としては、かなり小形であり、山形市三本木2号窯跡、及ぴS K3 などに類

例が認められる。しかし、積極的に上部構造を想起し得るような根拠は認められない。上

部を開放した酸化炎焼成の遺構とも考えられるが、遺物は生焼け状態を呈するものは散見

されるが、明らかに酸化炎で焼成されたと認められるものはなく、所謂、あかやき士器の

生産に関しては今後の課題である。

遺物の出士状況をみると、士昿内出士遺物は、 1号窯跡、及び2号窯跡出士の遺物と酷

似し、両者が混在した状態で検出された。また、あるものは窯跡内出士遺物と接合する例

もi忍められ、その性格としては、 1・2号窯跡両方の操業時に機能した士器捨て場的なも

のとも考えられる。

2.久保手窯跡出土の遺物について

今回の調査で得られた遺物は前述したように、ロクロからの切り雜し手法、再調整の技

法やその有無、あるいは器形的な特徴など、遺構ごとに若干の相違か豆忍められた。各器種

は、それらの点を基準として5種20類に細分したが、各遺構出土の須恵器について、その

組成を示したのが第4表である。

各窯跡の出士状況をみると、焼成部の床面では、坏の半割品、あるいは甕体部の破片か

多く認められる。その断面には二次焼成によってガラス質の釉が吹き出したものや、互い

に溶着したものが散見される。これらは焼成時の製品と言うより、窯道具として置台的に

使用されたものと考えられる。

1号窯跡では、窯底付近しか遺存していないため検出された遺物は総数で85点と少なか

つた。Π~Vの器種においては、 2号窯跡の出士遺物と特に差異を認めることはできない

が、坏(1)ではかなり様相を異にしている。底部の切り離しは、糸切り手法によるもの

が多く、糸切り無調整(1-3^動が主体を占める。それに手持へラ削りの再調整を併な
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うもの(1-1類)がある。ヘラ切り手法によるものは全体の3割りを占め、無調整のも

の(1-7類)と手持へラ削りのあるもの(1-6^動とがある。

2号窯跡では、ヘラ切り手法によるものが圧伊珀勺であり、糸切り手法によるものは、わ

ずか3点を数えるのみであった。主体を占めるのは、ヘラ切り無調整(1-フ^動であり、

底部全体、及びその周縁になで調整を併なうもの(1-50、b類)がある。また 1-8類

として分類した器形は、底部は丸底でその周縁に回転へラ削η調整を併ない、蓋受部で、く

の字゜状に屈曲し内傾ぎみに立上るものである。このような器種は、 5世紀~6世紀の古

墳時代を中心とする時期に認められるが、 2号窯跡出士例では、蓋受部の突起が不明瞭で

ほとんど退化しており、口縁部の立上りが内傾している点など当該時期の蓋坏とは若干の

違いがある。県内における調査例では類例を認めることはできず、平底の坏と共伴してお

り、普遍的に両者が共存するとは考え難い。

1号土昿では、]・2号両窯跡の遺物が混在したような状況にあるが、坏では糸切り手

法のものか'7割を占める。そのなかに、手持へラ削りを併なうもの(1-1^動回転へラ削り

のあるもの(1一鉄動及び無調整のもの(1一談動がある。底部周縁になで調整のある(1

4類)ものも存在する。ヘラ切り手法の坏では、底部周縁になで調整のあるもの(1-5b類)

が多いが、無調整(1-7類)、及ぴ手持へラ削りのあるもの(1-6^動も存在する。

他の甕、壺、蓋等の器種においては、各遺構とも特別の差異を認めることはできない。

次に、これら遺物の編年的位置について考えてみたい。 1・2号窯跡は、調査時の所見

や出土遺物の検討から、そう長期にわたって機能したとは考えられず、同一工人によって

継続的に営まれたものと推測される。1号窯跡の出土遺物は、 2号窯跡出土遺物の前段階

の土器様相を示すものであり、編年的には、 1号窯跡→2号窯跡と連続的位置付けが可能

となる。窯跡の実年代については、県内における須恵器編年の確立していない現状では明

言できないが、他の出土例の比較検討により推定は可能である。

山形市宮町三小敷地内遺跡では、校舎新築の際の出士であり遺構内での共併が確認され
⑫

てはいないが、 1-2類、Π一 1類、及びV-2類と内黒の丸底坏が同時に出士している。

丸底坏は、体部中央より下位の底部からの立上り付近に段が認められる。他には、高坏・

長胴甕等があり、国分寺下層式に位置付けられるものと考えられる。山形市下反田遺跡2

号落ち込みでは、坏の 1-1、 2類、及び1-5b類とロクロ未使用の内黒丸底坏、内黒平
⑬

底坏、及び長胴甕と共伴している。宮城県多賀城跡周辺の研究成果をふまえれぱ1-1類
⑭

は、岡田・桑原氏の8類、 1-2類は 7類に比定できると考えられる。

久保手1号窯跡は、おおむね8世紀末葉頃の所産とみて大過ないものと考えられる。 2

号窯跡は、 1号窯跡から後出する時期であη9世紀初頭と考えたい。
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器 種 区

第4表久保手窯跡出土遺物組成表

分

1

坏

( 1 )

2

1号窯跡焼成部

3

4

0

5a

5b

0

2号窯跡焼成部

6

0

7

( 11 )

坏

8

1

0

0

1

2

0

号

( 1Ⅱ)

3

土坑

0

0

4

甕

(Ⅳ)

0

0

1

0

2

0

0

1

0

2

0

0

3

0

0

1号窯跡

0

1

0

0

0

2

0

0

4

0

W

0

0

0

0

0

2号窯跡
83

0

0

0

0

0

5a

27フ

0

0

5b

1号土昿

5b
4
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0.510

3.法量と形態(久保手2号窯跡出土の坏について)

久保手2号窯跡から検出された遺物のうち、器種としては、坏が最も多く、54例を図化

し得た。坏は供膳としての機能を有するものであり、正倉院文書などから、奈良時代後半

には、主食を盛る杭、汁をいれる坏、菜をいれる盤、饗坏、塩坏の五器を一人分の食器と

する食膳形態があったことが知られている。当該時期の須恵器のうち供膳形態の器種でも

法量の差としての機能分化が進んだことは周知の通りである。

久保手2号窯跡出士の坏を概観した場合、口径・器高など、その法量に一定のまとまり

か三忍められ、製品としての規格性を意図していたことが看取される。第5表を参照しなか

ら法量について検討を加えてみる。

口径(第33図・第 6 表)

最小Ⅱ.4Cm、最大15.1Cmで、その幅は3.7Cmである。口径の知れるものは51例である。

0.5Cmごとの階級をとり、その度数分布をみると13.0~]4.5Cm付近に集中し、全体の84%を

占める。度数分布図をみると]3.75伽にピークをもつ対象形を呈し、集中率は良好である。

代表値、及び標準偏差は次式から次のようになる。

%=7▽、Σ%j'.'・ 13.71 ι7π

底径(第33図・第 6 表)

最小5.8Cm、最大9.6Cmで、幅は3.7Cmである。底径の既知なるものは37例である。口径と

同様に0.5Cmの階級をとり度数分布をみると、 8.0~9.ocm付近に集中するが、口径に比較し

て、集中率はそう顕著ではない。代表値、及び標準偏差は次式から、

島Σがー フ.96 ι1π%

となる。

」一Σ(翫一死)0/"7▽・Σ(翫一死)゜/"S= NK=1 κ一死/κ

器高(第33図・第 6表)

最小2.3Cm、最大4.5Cmであり、その幅は2.2Cmを計る。器高の既知なるものは、 50例であ

る。同様にして、 0.5Cmごとの階級をとり度数分布をみると、 3.0~4.ocmに集中し、全体の

74%を占める。度数分布図をみると、 3.25師にピークをもつ対象形を呈し、集中率は最も

良い。代表値、及び標準偏差を求めると次のようになる。

'

〒.0.658

S=

死=丙,Σ%/-339m

アΣ(喩一死)'ノをー/V K=1 κ一死ノ1!'ー

以上のことにより、口径・底径・器高はともに、それらの代表値に近く集中する傾向が、

0.905

S= 六,Σ(%"一死)'ム

44



認められる。特に口径・器高にその傾向が認められるが、底径は、標準偏差が前二者と比

較して大きく、集中化の傾向は弱い。器高は最も集中率が高い。器高・底径・口径の比率

関係をみると、 1:2.3:4.0となっている。底径は前述した様にバラツキが大きいので、

若干、問題はあるが、口径は器高の4倍、底径は2倍強となり、製作時の規格品化への意

識性が反映されていると考えられる。口径・器高の相関表によれぱ、口径13.9Cm、器高3.4

師付近に中心をもち、周辺に移行するに従って順次、個体数が減少する関係にあり、この

ことは、偶然性というよりは、形態、法量に対する一定の意識性の反映と解釈するのが妥

当と思われる。(第 9表)

また、口径・器高に比して、底径のバラツキが大きいことについては前述したが、久保

手2号窯跡出土の坏では、ロクロからの切り雛し手法は、ヘラ切りのものが大部分であり

98%を占める。器体の器面調整後、その切り雜す位置(深さ)によって、器高・底径、及

ぴ底部の厚さが決定されるが、底径のバラツキは、器壁の立上り状況として、外反ぎみに

立上る場合、内湾ぎみに立上る場合、及び直線的に立上る場合など、微視的な検討が必要

と考えられる。

口 径

10

12.0 13.0 14.0

底径

10

15.0

(0")

6.0

器

フ.0

10

8.0 9.0

第33図

(0") (0")

口径・底径・器高度数分布図

2.0 3.0

45

4.0

高



番 号 分類区分

7類

第5表久保手2号窯跡出土遺物計測表

"

法

11

口

"

14.5

13.9

13.8

13.8

]3.フ

13.8

14.4

13.4

13.3

14.0

14.9

13.8

14.2

13.5

14.2

13.8

14.2

13.フ

13.4

14.2

14.2

14.2

14.1

12.8

14.4

13.5

13.9

15.1

14.2

14.フ

13.4

]3.2

13.2

11.4

14.0

13.5

13.8

13.0

13.0

13.1

13.1

13.0

13.0

14.4

14.0

13.0

13.5

13.8

12.5

径

"

"

底

/J

径

8.8

8.8

8.フ

8.0

フ.9

8.3

8.2

8.3

8.6

8.1

フ.6

8.2

8.9

6.4

8.5

8.3

9.6

フ.4

8.1

フ.5

8.フ

8.5

8.0

フ.4

フ.0

8.4

フ.3

9.0

8.2

8.4

フ.1

6.8

6.5

5.6

5.8

8.5

"

"

器

ガ

2.9

3.2

4.1

3.5

3.5

2.フ

3.4

3.1

2.フ

3.8

3.0

3.3

2.4

3.5

3.6

3.9

3.]

3.1

2.3

4.0

3.9

2.6

3.3

3.]

3.2

3.5

3.5

2.5

3.2

3.5

3.3

3.3

3.4

3.4

2.8

3.4

4.0

3.フ

3.6

3.3

3.フ

3.5

3.8

3.6

3.2

3.1

3.2

3.5

2.4

ガ

"

jl

ゆがみ著しい

摘

"

"

11

"

11

底音乃中央欠損

"

"

底音β欠損、表面に自然釉イ寸着

底音"欠損、ゆがみ著しい

リ

11

要

"

底部うず巻き状痕有り

底音お欠損

底部うず巻き状痕有り

底音"欠損

"

11

"

挿図番号

"

"

第11図

半欠品

半欠品

半欠品
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リ

ノノ
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ノノ

1/

"

"

/1

"

"

/1

1/

"
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5a 類

"

ガ
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"

"

ガ
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ガ
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"

/ノ

"

11
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"

"
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11

3類
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階

第6表口径度数分布表

11.0

11.5

級

12.0

11.5

階級値①

12.5

12.0

13.0

12.5

11.25

]3.5

13.0

11.75

]4.0

13.5

個体数ω

12.25

]4.5

14.0

12.75

]5.0

14.5

13.25

]5.0

合

13.75

15.5

14.25

0

14.75

2

15.25

14

升

階

第7表底径度数分布表

15

5.5

(め

14

6.0

級

6.5

3

6.0

階級値ω

フ.0

1

6.5
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フ.5

フ.0

5.75

8.0

フ.5

6.25

8.5

8.0

個体数⑦

階

第8表器高度数分布表

6.75

9.0

8.5

2.0

フ.25

9.5

級

9.0

2.5

フ.75

2

2.5

9.5

3.0
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]0.0

1

3.0
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2
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4.0

口

器

径
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6

4.0

4.5
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3

4.5
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5.0
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(め

2.0~2.5

3.75

9
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3

]3.0~13.5
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第9表口径・器高相関表
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4.周辺地域の窯跡群について

前述した様に、当該地域には久保手窯跡を含め、 9ケ所の窯跡群がある。そのなかには、

上山市四ツ谷窯跡など、明確な地点が不明なものも含まれるが、現段階での所見を整理、

検討しておきたい。

住)瓦について

瓦を出土している窯跡は、山形市オサヤズ前、オサヤズ窯跡、小松原窯跡、上山市四ツ

谷、三千刈の各窯跡がある。造瓦専業の窯跡は、山形市オサヤズ前、オサヤズ窯跡であり、

他は須恵器との兼業である。しかし、同一の窯跡で焼成されたかは不明である。山形市小

松原窯跡では、地点を異にして焼成されている。これらの瓦が製作された時期については

判然としないが、山形市小松原1号窯跡では、須恵器焼成の際の窯道具として丸瓦、平瓦

を使用している。須恵器は、坏ではへラ切り手法の 1-5b類、 7類を主体とするもので、

上山市久保手2号窯跡出士の遺物と類似し、 9世紀初頭頃の所産と考えられる。小松原窯

跡B地点では、多量の瓦片が採取されており、時期的には 1号窯跡と同一期と推定される。

また、上山市三千刈地区に所在する大堤の北側斜面から、軒丸瓦の破片が出士している

との知見を得た。同地区からは、以前にも内藤政恒氏によって紹介された遺物が出士して
⑮

いるが、それは、瓦当面に素弁蓮花文をもち、奈良時代に遡る可能性があり注目される。

山形県の内陸部における瓦の出土地をみると、次のような地域から出士している。

寒河江市石田

東根市日塔薬師原

r暑1占言田丁1冒1メて

いずれも出士数が少なく、正式な調査が行なわれていないので、その性格、時期等の詳

細は不明である。宮城、福島両県と比較しても、瓦を出土する遺跡数は極めて少なく、瓦

自体の出土量も僅少である。酒田市城輪棚遺跡などにおいても、遺跡の規模からすれぱ、

瓦の出士は極めて少ない。山形県という気象的立地状況からすれぱ、冬期の寒冷、積雪な

どにより、総瓦葺きではなく、軒先部分などに部分的に瓦が使用されたと考えられるとい,、

う指摘もある。

瓦は、一般の日常汁器としての須恵器とは異なり、特定の官衙、寺院などの需要によっ

て製作、供給されたものであり、付近に供給地を求めることができると考えられるが、現

状では、山形市南西部から上山市西部の当該地域にかけて所在する瓦窯跡の供給地を同定

することはできない。瓦窯跡の調査とともに、その供給地との関連を追求することは、今

後の課題である。
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②須恵器について(窯跡編年の試案)

当該地域に所在する窯跡で、調査が行なわれたのは、久保手窯跡と、山形市ント松原1号

窯跡、葉山3号窯跡などである。他の窯跡については正式な調査は行なわれていないが、

これまで、多くの遺物が表採されている。表採資料については、遺構内出土の遺物と同一

にあつかうことは出来ないが、窯跡の操業時期を推定する一助となるので、これらを参考

として検討を加えてみる。各窯跡の出土遺物を分類すると第10表のようになる。

これによれぱ、葉山3号窯跡、熊野堂窯跡では、糸切り手法の坏を主体とし、ヘラ切り

手法のものは皆無である。葉山3号窯跡では、手持へラ削りの再調整を併なう1-1類か

あり、第31図1のように大形の杭のような器種もある。熊野堂窯跡出士の坏は、表採資料

ではあるが、口径・底径が大きく、器高が低い器形を呈し、比較的古い様相を反映してい

る。三千刈窯跡は、数地点があり、底部の切り雜し手法が、糸切りによるものとへラ切り

によるものとがある。手持へラ削りの再調整を併なう1-1類も出土している。一方、小

松原1号窯跡、 2号窯跡では、ヘラ切り手法の坏が主体となり糸切り手法の坏は全く無い 0

このように、各窯跡の出土遺物を検討すると、その組成に相異が認められ、その操業時

期には若干の前後関係があったものと考えられる。しかし巨視的には、 8世紀後半から9

世紀初頭にかけて営まれたものと考えられる。

さて、これらの窯跡の編年的位置についで試案を述べてみる。県内の須恵器焼成の開始
⑯

期は、 8世紀前半頃で、米沢市木和田窯跡がある。山形盆地では当該時期の窯跡は確認さ

れていない。上山市葉山3号窯跡では、前述したような土器様相を示し、米沢市木和田窯

跡に後出する時期と考えられる。久保手1号窯跡では、葉山3号窯跡より若干新しい様相

を示すことから、 8世紀末葉と推測される。久保手2号窯跡は、その重複関係から1号窯

跡に後出する時期であり9世紀初頭と考えられる。山形市小松原1号窯跡は、ヘラ切り手

法の坏を主体とし、久保手2号窯跡出士の遺物と類似し、併行する時期と考えられる。当

該地域の須恵器焼成は、 9世紀前半頃を下限として窯は廃絶し、須恵器生産の中心地は、

山形盆地の場合、寒河江市平野山、山辺町玉虫沼周辺などに移行する様である。

以上の結果をふまえて整理すると第12表のようになる。一応、現段階での窯跡を編年し

順列した所見であη、試案である。
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Ⅵ

今回の調査によって検出された久保手1、 2号窯跡を中心として述べてきたが、時期的

には、 8世紀末葉から9世紀初頭頃に営まれた窯跡と推定される。両者の重複状況から、

編年的には、 1号窯跡→2号窯跡という把握が可能である。また、山形市南西部から上山

市西部の丘陵にかけては、前述したように、久保手窯跡を含め9ケ所の窯跡群が所在して

いる。これらは、出土遺物の検討などから、 8世紀末葉から9世紀前半にかけて営まれた

ものと考えられ、時期的にもまとまっており、当時の律令制下における大規模な須恵器生

産地を形成していたものと思われる。当該地域の窯跡には瓦を生産した瓦窯跡も含まれて

いる。瓦は、寒河江市平野山窯跡群から比較的まとまって出士しており、複弁蓮花文軒丸
⑪

瓦、花文軒平瓦等が検出されており、時期的には平安時代後半と考えられる。山形市から

上山市へかけての瓦窯跡は、山形市小松原B地点の瓦窯跡では、9世紀初頭頃と考えられ、

また上山市三千刈窯跡では、奈良時代に遡る可能性をもつものも出土しており、寒河江市

平野山に先行する瓦窯跡群である。その供給地は、現在のところ不明であり、その追求は

今後の課題である。

須恵器生産に関する問題については、米沢市木和田窯跡の発見によって、その開始期を

8世紀前半代に位置付けることが可能となった。山形盆地では当該時期に比定される窯跡

は未確認であるが、それに後出する葉山3号窯跡、久保手1号窯跡などがある。
⑱ ⑲

平野部に所在する遺跡では、山形市下反田遺跡、同塩辛田遺跡、山形市宮町山形三小敷地
⑳⑳

内遺跡、上山市金谷、飯の森遺跡などがある。今後、窯跡とその消費地としての、集落、

官衙跡などの有機的関係をチ酎屋し追求することが必要であり、本報告書がその一助となれ

ぱ幸いである。

総 括
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器種・区分

窯跡名
長者屋敷窯跡

1

2

坏

( 1 )

3

第10表各窯跡出土遺物組成表

4

小松原1号窯跡

5a

5b

6

7

小松原2号窯跡

高口坏

( 11 )

8

1

2

3

0

熊野堂窯跡

( 1Ⅱ)

4

1

0

甕

(Ⅳ)

2

三千刈窯跡

1

0

2

蓋

( V )

0

3

0

0

0

1

葉山3号窯跡

2

0

0

0

0

0

0

0

0

年

0

0

0

C 中葉

C 後半

末葉

C 初頭

剛半

代

0

0

第11表窯跡編年表(試案)

0

山

0

0

9

0

0

形盆地

0

0

0

葉山 3 号窯跡

久保手1号窯跡

久保手2号窯跡

小松原1号窯跡

0

10 C

0

0

米沢盆地

0

ⅡC

木和田窯跡

0

12 C

平野山1・2号窯跡

0

0

三本木1号窯跡

壇山1号窯跡

庄内地方

0

願瀬山4号窯跡

荒沢 1 号窯跡
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6釘

① 1957年山形大学の調査による

② 1979年上山市教育委員会が調査を行なっている

③地主の森谷誠次氏の御好意により、高瀬助次郎、金沢宏一の各氏、及び茨木が参加して確認調査

を行なった。

④山形大学の調査、柏倉亮吉先生、小野忍、氏、本問敬義氏らの調査

⑤高瀬助次郎氏保管。写真は尾形与典氏の撮影による。

⑥内藤政恒「東北古瓦図録」昭和49年

⑦上山市在住加藤正

⑧①に同じ

⑨寒河江市教育委員会「平野山古窯跡群一山形県における古代窯業遺跡の研究一」昭和45年

⑪秋葉隆司「山形市神尾三本木沼発見の古代窯業遺跡」『歴研月報』第14集第74号 1967年

⑪山形県教育委員会「三本木窯跡発掘調査報告書」『山形県埋蔵文化財調査報告書』第59集
]982年

⑫小野忍「山形市立第三小学校敷地内遺跡出土土器」『山形考古』第3巻第1号 1977年

⑬山形県教育委貝会「大曽根条里遺構」『山形県埋蔵文化財調査報告書』第6集 1978年

⑭岡田茂松.桑原滋郎「多賀城周辺における古代坏形土器の変遷」『宮城県多賀城調査研究紀要
1』]974年

⑥に同じ

真1讐ミ左§^

小野忍、

52

「米沢市木和田窯跡発掘調査報告(その1)」『置賜考古』第3号 1972年

「山形県における須恵器生産の開始一木和田窯跡出士の須恵器を中心として」『山形考

古』第2巻第3号 1978年

⑨に同じ

⑬に同じ

山形県教育委員会

⑫に同じ

斎藤清

參考交献

山形県「山形県史考古資料」

山形県「山形県史第1巻」昭和57年

山形市「山形市史上巻」

上山市「上山市史上巻原始古代中世編」昭和郭年

米沢市教育委貝会他「笹原」『米沢市埋蔵文化財調査報告書第7集』昭和56年

川崎利夫「平安初期の坏型土器にっいて一山形盆地内出土の二・三の資料を中心としてー」『山形
考古第2巻第3号』 1978年

川崎利夫「山形県における土師器編年試論」『庄内考古学第16号』 1979年

佐藤庄一「山形県における平安時代の士器様キ風予察)」『庄内考古学第]6号』 1979年
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